
 

 

 

 

 

 

令　和　７　年　度　第　３　回 
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吉川市監査委員 

 



１　監査の対象 

　　課税課、保育幼稚園課、学校教育課 

　　 

２　監査の範囲 

　　令和６年度における財務に関する事務の執行等 

 

３　監査の期間 

　　令和７年１０月１日（水）から令和７年１１月２８日（金）まで 

 

４　監査の方法 

　　令和６年度における予算及び事務事業の執行状況について、各部署から提出された調

査票と契約事務に係る書類等の関係資料を精査するとともに、関係職員から説明を聴

取する方法により実施した。 

　　また、各部署における時間外勤務や旅行命令の事務処理状況、取扱い現金等の保管状

況、備品類の管理状況等に係る実地監査を行った。 

 

５　監査の着眼点 

　　事務事業や予算の執行等について、関係法令等に合致しているか検証し、各事業等に

ついて、最少の経費により最大の効果が図られているか、組織・運営の合理化が図ら

れているか等に視点を置いて実施した。 

　　なお、重要リスク及び監査の着眼点については、監査対象に係るリスク、内部統制の

状況を踏まえ、「契約事務」「取扱い現金等」「旅費」「人件費（時間外）」「書類、

情報の管理」「財産管理」を重点・準重点と設定した。 

 

６　監査の結果 

　　各部署における事務事業や予算の執行について、いずれも関係法令等に基づき概ね適

正に執行されているものと認められる。 

ただし、契約事務に関して、書類の不備等の軽微な誤りが見られたため、関係職員

に対し改善するよう指導した。 

 



◎課税課 

　(1) 令和７年度職員数 

　　　会計年度任用職員　１１人（±０） 

 

(2) 事務事業 

　　　住民税賦課事務、法人市民税賦課事務、軽自動車税賦課事務、たばこ税調定事務、

課税等証明事務、定額減税補足給付金給付事業（不足額給付）、固定資産税評価

課税事務（土地）、固定資産税評価課税事務（家屋）、固定資産税償却資産課税

事務 

 

　(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　　令和６年４月から令和７年３月までの時間外勤務時間の合計は５３４８時間１０分

で、時間外勤務が最も多い者で５４５時間５０分、最も少ない者で７３時間３０分

となっている。時間外勤務を必要とする主な理由は、確定申告事務や住民税等の課

税に係る事務によるものであった。 

　　　旅行命令の処理状況については、概ね適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、主なものとして市県民税特別徴収のしおり印刷や固定資産税

基礎資料整備業務委託があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金・金券類の取扱いについては、税務証明手数料や定額小為替等があり、適正に

処理されていた。 

 

 

 

 

 

 

 課長 課長補佐 係長 副主査

 １ １ ２ １

 主任 主事 前年度比

 ３ ９ －１



◎保育幼稚園課 

　(1) 令和７年度職員数 

　　　会計年度任用職員　２人（±０） 

　 

(2) 事務事業 

保育充実事業、利用者支援事業、民間保育所保育委託事業、民間保育所特別保育

支援事業、施設型給付事業、施設型給付補助事業、地域型保育給付事業、地域型

保育補助事業、施設等利用給付金給付事業、市立保育所管理運営事業、一時保育

運営事業、学童保育事業 

 

(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　令和６年４月から令和７年３月までの時間外勤務時間の合計は３１０４時間で、

時間外勤務が最も多い者で８０７時間、最も少ない者で２８時間１０分となってい

る。時間外勤務を必要とする主な理由は、保育充実事業における保育所の利用調整

事務や、学童保育事業における休日の申込受付等によるものであった。 

　　　旅行命令については、リモート会議が普及したことに伴い該当が無かった。 

　　　契約事務については、主なものとして吉川市立保育所給食調理業務委託や、キッズ

ゾーン新設工事等があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金の取り扱いは無く、金券類については切手の取扱いがあり適正に処理されてい

た。 

 

 

 

 

 

 

 課長 係長 副主査

 １ ２ １

 主任 主事 前年度比

 ３ ７ ＋１



◎学校教育課 

　(1) 令和７年度職員数 

　　　会計年度任用職員　４４人（－４３） 

　　　※一部教育センターへ所管替えがあったことにより人数減 

 

(2) 事務事業 

幼児教育事業、外国語教育推進事業、教育指導事業、教職員研修事業、特色ある

教育推進事業、教育研究負担事業、特別支援教育充実事業、少人数指導推進事業、

学校図書充実事業、教育内容充実事業、健康診断事業、学校保健事業、ICT教育推

進事業、教科書購入事業（小学校）、教科書購入事業（中学校） 

 

(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　令和６年４月から令和７年３月までの時間外勤務時間の合計は３７９７時間１５

分で時間外勤務が最も多い者で４９８時間、最も少ない者で３５４時間３０分とな

っている。時間外勤務を必要とする理由は、学校との調整や、会計年度任用職員の

管理事務によるものであった。 

　　　旅行命令の処理状況については、適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、主なものとして教師用教科書及び指導書購入や教育クラウド

プラットフォームサービス利用等があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金の取り扱いは無く、金券類については切手の取扱いがあり概ね適正に処理され

ていた。

 課長 主幹 副主幹 主事 前年度比

 １ １ ６ ４ ±０


